
県民の期待をになって
一一

・
六
人
を
下
回

っ
て
い
る
う
え

京
都

・
石
川
・
鳥
取
・
徳
島
の
二
ハ

人
以
上
の
府
県
と
の
差
が
大
き
く
、

す
。

全
国
の
第
三
二
位
に
甘
ん
じ
て
い
ま

人
口
当
り
幾
人
の
医
師
が
適
正
ま

た
は
必
要
で
あ
る
か
明
確
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
国
際
統
計
要
覧
か
ら
昭

和
四
五
年
の
主
要
諸
国
医
師

一
人
当

ユニークな

医薬総合教育を

十
月
一
日
、
自
立
富
山
医
科
薬
科
大
学
ガ
関
学
し
ま
し
た
。
昭
和
四
三
年
、
グ
富
山
大
学
に

医
学
部
を
d

と
い
う
構
想
ガ
持
た
れ
て
以
来
足
か
け
八
年
。
医
科
薬
科
大
学
の
関
学
で
、
医

師
不
足
に
悩
む
県
内
医
療
を
打
開
す
る
た
め
、
ま
ず
グ
無
医
大
県
H

か
ら
脱
脚
し
よ
う
と
い

う
県
民
の
夢
ガ
こ
こ
に
実
現
し
た
わ
け
で
す
。

関
学
と
問
時
に
、
事
務
局
ガ
県
立
総
合
衛
生
学
院
内
に
置
か
れ
、
こ
れ
か
ら
の
学
生
募
集

や
五
四
年
度
完
成
を
め
ざ
す
学
雷
建
設
の
事
務
な
ど
が
こ
こ
で
行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
明
年
四

月
開
始
の
授
業
は
、
暫
定
的
に
、
県
立
富
山
中
部
高
校
旧
校
舎
を
使
っ
て
行
わ
れ
ま
す
。

医
学
と
薬
学
の
一
体
化
と
い
う
全
国
で
も
ユ
ニ
ー
ク
な
情
想
を
も
っ
て
登
場
し
た
富
山
医

科
薬
科
大
ガ
、
&
フ
後
の
医
療
体
制
巳
果
た
す
役
割
ガ
期
待
さ
れ
ま
す
。

-
医
師
不
足
が
悩
み
の
富
山
県

朝日・民力75から

人口 1万人当りの病院・医師の数

(医師)

11.6人
r----t 

(病床)

120床
F園 開 園 「

104床
r----

(病院等)
14 

12 

~ 
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り
の
人
口
を
み
て
み
ま
し
ょ
う
。

四
七
人
、

イ
ギ
リ
ス
七
八
七
人
、

フ
ラ
ン
ス
七

7
メ
リ
カ
六
四
五
人
、
西

独
五
六
一
、
ソ
連
四
二
一
人
に
対
し
、

わ
が
国
は
八
九
八
人
と
、
主
要
六
カ

国
の
中
で
最
も
医
師
が
少
な
い
こ
と

そ
の
中
で
、
本
県

が
わ
か
り
ま
す
。

は
き
ら
に
下
位
に
あ
り
、
医
師
不
足

の
そ
し
り
は
否
め
な
い
で
し
ょ
う
。

-
関
学
に
至
る
ま
で

医
師
不
足
解
消
を
め
ざ
し

こ
う
し
た
医
師
不
足
の
現
状
に
対

し
、
県
は
昭
和
四
三
年
、
富
山
大
学

に
医
学
部
を
設
置
す
る
た
め
の
「
医

学
部
問
題
研
究
会
」
を
発
足
さ
せ
、

国
に
働
き
か
け
ま
し
た
。

「
国
立
富

次
い
で
四
七
年
に
は

山
大
学
医
学
部
誘
致
期
成
同
盟
会
」

四
八
年
、
受
け
入
れ
の
た

を
結
成
。

め
の
用
地
を
富
山
市
杉
谷
地
区
に
確

保
し
、
誘
致
活
動
を
強
化
し
ま
し
た
。

10.5人
F・・・圃『

8.2カ所
7.4カ所Il

，.----， 
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6 

8 

4 
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「
医
科
薬
科
大
」
の
構
想
へ

四
九
年
に
入
り
、
国
の
動
き
に
即

応
し
て
、
富
大
医
学
部
誘
致
か
ら
医

学
単
科
大
学
の
設
置
に
構
想
を
切
り

換
え
ま
し
た
。
そ
の
後
、
政
府
の
構

想
と
し
て
、
富
山
大
学
薬
学
部
を
分

離
し
、
富
山
医
科
薬
科
大
学
の
創
設

が
示
唆
さ
れ
た
た
め
、
県
で
も
、
従

来
の
誘
致
期
成
同
盟
会
を
「
国
立
富

山
医
科
薬
科
大
学
誘
致
期
成
同
盟
会
」

と
改
称
す
る
と
と
も
に
、
新
た
に

「
財
団
法
人
国
立
富
山
医
科
薬
科
大

学
協
力
会
」
を
発
足
さ
せ
、
誘
致
実

現
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
本
県
の
努
力
が
実
り
、

こ
と
し
一
月
、
本
年
度
政
府
予
算
に

医
科
薬
科
大
学
創
設
費
が
計
上
さ
れ

ま
し
た
。
さ
ら
に
四
月
に
入
り
、
国

立
学
校
設
置
法
の
一
部
が
改
正
施
行

さ
れ
る
と
同
時
に
、
富
山
医
科
薬
科

大
学
の
構
想
が
発
表
さ
れ
、
十
月
一

日
開
学
が
決
定
さ
れ
る
に
至

っ
た
わ

け
で
す
。

去
る
十
月
一
日
、
開
学
と
同
時
に

平
松
博
学
長
、
小
林
収

・
山
崎
高
隠

両
副
学
長
、
教
授
お
よ
び
事
務
局
長

以
下
の
発
令
が
行
わ
れ
、
大
学
の
陣

容
が
整
い
ま
し
た
。

富
山

病
院
と
病
床
の
数
は

バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て
い
る
が

全
国

病
院

・
一
般
診
療
所
八
七
二
、
病

院
病
床
数
一
二
、
七
八
七
、
医
師
数

一
、
一
O
一
人
:
:
:
こ
れ
が
本
県
の

医
療
施
設
と
医
師
の
現
況
で
す
。

こ
の
現
況
は
、
全
国
的
に
み
て
ど

富
山

全
国

う
い
う
地
位
に
あ
る
で
し
ょ
う
か
。

富
山

人
口
一
万
人
当
り
め
病
院
や
医
師
の

全
国

数
で
み
て
み
ま
し
ょ
う
。

ま
ず
病
院
(
診
療
所
含
む
)
数
は
八

。

二
。
全
国
平
均
の
七

・
四
を
上
回

っ

て
い
ま
す
が
、
東
京
(
一

0
・
二
)
や
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京
都
(
一

O

一
)
に
は
及
び
ま
せ
ん
。

病
床
数
で
も
本
県
は
、

一
二

O
床

と
全
国
平
均
の
寸

O
四
床
を
上
回
っ

て
い
ま
す
。
高
知
、
徳
島
、
石
川
、

岡
山
、
香
川
の
ト

ッ
プ
集
団
と
の
格

差
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、
病
院
数
と

病
床
数
の
間
に
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が
み

ら
れ
る
県
が
多
い
中
で
、
本
県
の
病

院
数
は
全
国
第
二
二
位
、
病
床
数
で

第
一
七
位
と
、
中
位
な
が
ら
、
一
応

パ
・
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
現
況
に
あ
る
と

い
え
ま
す
。

と
し
か
し
、

医
師
数
に
つ
い
て
み
る

0
・
五
人
と
、
全
国
平
均
の

• ユ
ニ
ー
ク
な
構
想
で
出
発

医
学
と
薬
学
の
一
体
化
め
ざ
す

富
山
医
科
薬
科
大
学
は
、
医
学
と

薬
学
を

一
体
化
し
、
東
西
両
医
学
を

融
合
し
た
新
し
い
医
学
の
あ
り
方
を

目
ざ
す
ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
で
、
次
の

よ
う
な
組
織
を
も

っ
て
構
成
さ
れ
ま

す
。①

医
学
部

②
薬
学
部

③
和
漢
薬
研
究
所

④
附
属
病
院

⑤
医
療
原
性
病
態
研
究
セ
ン
タ
ー

⑥
共
同
利
用
機
器
セ

ン
タ
ー

，⑦
大
学
院
医
学
研
究
科

③
大
学
院
薬
学
研
究
科

⑨
医
療
技
術
短
期
大
学
部

医
科
薬
科
大
の
教
育
は
・
..... 

大
学
の
定
員
は
開
学
時
、
医
学
部

一
O
O
人
、
薬
学
部

一
O
五
人
で
出

発
し
ま
す
が
、
将
来
は
両
学
部
と
も

一
二

O
人
に
増
員
さ
れ
ま
す
。

教
育
課
程
の
特
徴
と
し
て
は
、

学
部
と
も
独
立
の
教
養
課
程
や
医

進
課
程
を
設
け
ず

一
貫
教
育
を
実

施
す
る
ほ
か
、

《
医
薬
総
合
教
育
》
の

立
場
か
ら
、
共
通
基
礎
科
目
な
ど
は

医
薬
合
同
講
義
を
中
心
に
す
る
こ
と

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

医
学
部
の
教
官
は
、
教
授
三

O
人、

助
教
授
・
講
師
三

O
人
お
よ
び
助
手

七
六
人
の
計

二
二
六
人
。

薬
学
部
は
、
教
授

一
四
人
、
助
教

授
一
五
人
、
助
手

一
五
人
の
計
四
四
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人
の
陣
容
で
あ
た
り
ま
す
。

将
来
に
設
置
が
予
定
さ
れ
て
い
る

医
療
技
術
短
期
大
学
部
は
、
看
護
、

衛
生
技
術
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

の
三
科
を
設
け
、
看
護
婦
や
療
法
士

な
ど
の
医
療
技
術
者
を
養
成
す
る
も

の
で
す
。

大
学
院
に
は
医
学
研
究
科
と
薬
学

研
究
科
が
置
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
六

O

人
、
三
九
人
を
定
員
と
し
ま
す
。

こ

れ
に
対
し
、
医
学
・
薬
学
関
係
教
授
、

和
漢
薬
研
究
所
、
医
療
原
性
病
態
研

両

究
セ
ン
タ
ー
の
教
授
が
総
合
協
力
し

て
研
究
者
の
養
成
に
あ
た
り
ま
す
。



富山医科薬科大学建物配置計画(案)

婦
宿
舎
、
体
育
館
等
の
付
属
施
設
に

な
り
ま
す
。

こ
の
う
ち
、
講
義
実
施

棟
(
四
階
建
九
千
平
方
H

川
)
、
体
育
館

(
千
五
百
平
方
灯
)
、
福
利
棟

(
二
階

建
二
千
平
方
μ
ど

が
五
一
年
度
中
に

完
成
し
ま
す
。

五
二
年
度
以
降
は
、
医
薬
一
般
研

究
棟
(
八
階
建
)、
臨
床
研
究
棟

(八

階
建
)、
和
漢
薬
研
究
所
(
四
階
建
)、

医
療
短
大
、
図
書
館
(
三
階
建
)
、
病

院
管
理
棟

・
外
来
棟
(三
階
建
)、
病

棟
(
八
階
建
)な
ど
の
ほ
か
、
野
外
地
設

医
科
薬
科
大
の
研
究
体
制
は
・
..... 

研
究
体
制
と
し
て
は
、
現
在
富
山

大
学
に
併
設
き
れ
て
い
る
和
漢
薬
研

究
所
を
近
い
将
来
本
大
学
に
移
管
す

る
ほ
か
、
医
療
原
性
病
態
研
究
セ
ン

タ
ー
、
共
同
利
用
機
器
セ
ン
タ
ー
、

動
物
実
験
セ
ン
タ
ー
、
薬
草
園
が
設

置
さ
れ
ま
す
。

和
漢
薬
研
究
所
は
現
在
五
部
門
で

す
が
、
病
態
薬
理

・
治
療
研
究
部
門

が
新
設
さ
れ
、
付
属
病
院
と
協
力
し

な
が
ら
、
薬
効
作
用
機
序
と
臨
床
治

療
と
を
関
連
き
せ
た
研
究
を
進
め
ま

す
。医

療
原
性
病
態
研
究
セ
ン
タ
ー
は、

開
発
さ
れ
た
新
薬
の
適
正
量
を
決
定

し
、
投
薬
の
過
不
足
に
よ
る
障
害
を

防
止
す
る
た
め
、
各
種
医
療
原
性
疾

患
の
発
生
な
ど
に
つ
い
て
総
合
的
に

研
究
す
る
も
の
で
す
。

共
同
利
用
機
器
セ
ン
タ
ー
は
、
講

座
単
位
に
設
け
に
く
い

R
I

(ラ
ジ

オ

・
ア
イ
ソ
ト
ー
プ
)
、
電
子
顕
微
鏡
、

超
遠
心
機
、
質
量
分
析
計
な
ど
の
共

同
機
器
や
測
定
装
置
等
を
備
え
、
研

究
や
診
療
の
た
め
に
利
用
す
る
も
の

で
す
。学

生
に
対
す
る
臨
床
教
育
と
卒
後

研
修
の
機
関
と
し
て
、
医
学
部
に
は

属
き
せ
な
い
大
学
の
付
属
病
院
を
置

き
ま
す
。
臨
床
講
座
ま
た
は
研
究
部

門
に
対
応
し
て
診
療
科
を
置
き
、
総

合
病
院
と
し
て
病
態
の
総
合
的
診
断
、

治
療
を
行
い
ま
す
が
、
臨
床
検
査
部
、

放
射
線
部
、
手
術
部
、
材
料
部
を

《
中
央
診
療
施
設
》
と
す
る
ほ
か
に
、

14 

《
特
殊
診
療
施
設
》
・
と
し
て
和
漢
薬

療
法
部
、
痔
痛
診
療
部
を
置
く
と
い

つ
特
徴
的
な
構
成
に
な
っ
て
い
ま
す
。

五
四
年
四
月
開
院
の
予
定
で
す
。

-
五
四
年
度
完
成
を
目
ざ
す

大
学
の
建
設
予
定
地
は
、
富
山
市

杉
谷
と
婦
中
町
友
坂
地
区
の
丘
陵
地

帯
で
あ
り
、
す
で
に
三
七
万
平
方

μ

の
敷
地
が
確
保
さ
れ
て
い
ま
す
。

施
設
建
設
に
は

一
部
本
年
度
着

工
分
の
ほ
か
、
明
年
四
月
か
ら
着
手

し
ま
す
。

学
園
の
施
設
を
大
別
す
る
と
、
校

舎
、
大
学
管
理
棟
、
付
属
病
院
、
講

堂
、
図
書
館
そ
の
他
学
生
寮
、
看
護

と
し
て
薬
草
園
、
野
球
場
、
サ

ッ
カ

ー
コ

l
卜
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
な
ど
が

次
々
に
建
設
さ
れ
ま
す
。

丘
四
年
度
中
に
、
施
設
二
ハ
棟

延
建
物
面
積
一

O
万
平
方
灯
、
事
業

費
約
一
八
四
億
円
を
投
ず
る
学
園
が

完
成
し
ま
す
。

自
然
を
生
か
し
た
学
園
に

キ
ャ
ン
パ
ス
内
は
高
低
差
二

O
れ

も
あ
る
丘
陵
地
で
す
が
、
地
形
や
樹

木
を
で
き
る
だ
け
残
し
、
自
然
を
生

か
し
た
学
園
が
誕
生
し
ま
す
。

現
在
、
学
園
の
取
付
け
道
路
の
完

成
も
間
近
く
、
道
路
、
上
下
水
道
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
施
設
の
整
備
も
、
計
画

通
り
明
年
三
月
中
に
終
え
る
予
定
で

す

オ5
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県
民
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
き
た
待
望

の
医
科
薬
科
大
学
が
誕
生
し
、

H

無
医
大

県
ο

か
ら
脱
脚
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

医
療
に
関
し
て
は
、
県
内
外
を
問
わ
ず

救
急
医
療
体
制
の
確
立
、
老
人
医
療
対

策、

へ
き
地
医
療
対
策
、
看
護
婦
等

医
療
従
事
者
の
確
保
な
ど
多
く
の
軍

要
な
課
題
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

県
で
は
、
本
大
学
の
関
学
実
現
を

機
に
、
こ
う
し
た
医
療
対
策
を
一
段

と
強
化
改
善
し
、
県
民
の
健
康
管
理

に
寄
与
す
る
医
療
行
政
を
目
ざ
し
て

い
ま
す
。




